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会 長   利根川 太郎   クラブ会長主題 「原点に戻って、川越 YMCAを支えよう。」 

副会長   松川 厚子     国際会長: A. Shanavaskhan   シャナヴァスカーン（インド） 

会 計    吉田 公代        主題 Together for better world  より良い世界のために、共に 

書 記   吉野 勝三郎        スローガン Arise and Shine  日本語訳：立ち上がろう、そして輝こう       

                    アジア太平洋地域会長  ジョーン・ウォン (香港) 

主題 大きなインパクトを起こそう 

                         東日本区理事 山田 公平 (宇都宮) 

主題 ワイズの方向性を見極める 

関東東部部長 山本 剛史郎 （川越） 

主題 我々は微力かもしれないが、無力ではない！ 

8 月の聖句 

 あなたは地のすべての境を定めました。 

 夏と冬を造ったのもあなたです。 

詩編 74編 17節 

 

 It was you who set all the boundaries of the earth;  

you made both summer and winte. 

      Psalm 74:17 

 

７月統計（７月 20日） 
 

出席者 ８名 出席率 8０％ 

 

2024-2025年度 川越クラブ活動計画 

会長 利根川 太郎 

１．会長目標 

原点に戻って、川越 YMCAを支えよう。 

  ２．今期の目標 

    （１）川越 YMCA活動を支援するために何ができるか。 

      スタッフと一緒に考える。 

    （２）ユースボランティア育成を支援する。 

    （３）IBC との活動を継続・発展させる。 

３．その他 

川越クラブ 7月例会報告 
 

利根川太郎 

 令和 6 年 7 月 20 日(土)に、埼玉 YMCA川越センター

において 2024-2025年度川越クラブのキックオフ例会

を開催しました。 

 冒頭に山本さんから直前会長として、一年間の会長

職を振り返ってご挨拶をいただきました。山本さんは、

関東東部部長として引き続き大役をお務めください

ます。 

 利根川恵子さんも、アジア太平洋地域会長の役目を

終えてご挨拶をいただき、その中でクラブの皆さんに

感謝の言葉を述べられました。 

 例会は、2024-2025年度の行事予定を主な議題とし

て活発な議論がありました。詳しくは、クラブメンバ

ーに議事結果として配信したとおりです。ここでは主

な点のみ、再掲いたします。以下敬称は略します。 

・例会は原則第 4 土曜日に実施 

・川越クラブ 25周年記念例会を実施する。実行委員

会を組織する。委員長；利根川恵子、委員：副会長

松川厚子、書記吉野勝三郎、会計吉田公代、会長利

根川太郎 

日程は 10 月 19日または 26 日を目処に実行委員会

で検討する。 

・バス旅行（クローバークラス他小中高校生対 

象）を実施する。 

担当は吉野勝三郎、河合今日子 

・アースディ川越 2025 に参加する。2025年 

 3 月 9日(日) 

・チャリティランに参加する。11月 4日(月) 

・ユースボランティアリーダーフォーラム参加 

費 11,000 円をファンドから補助する。 

・クローバー夏休みプログラムを支援する。 

 8 月 1日(木)太郎先生の理科実験 

利根川太郎 

 8 月 2日(金)映画館に行こう 吉田公代 

 8 月 3日(土)、7 日(水)小さなアトリエ 

新井壽代 

・見守りサポート 埼玉 YMCA浦和センターの閉所に

伴い、川越センターのプログラムと通所者が増加し

たため川越センターの開所日が増加した。YMCAの業

務をワイズがサポートすることを検討する。 

THE SERVICE CLUB TO THE YMCA     AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUB 
 

 

 

 

The Y’s Men’s Club of Kawagoe 

〒350-0046 川越市菅原町 7-16 

tel：049-226-2491 fax：049-226-2304 
c/o Kawagoe YMCA, 7-16 Sugawara-cho, Kawagoe, Saitama 350-0046 Japan 



・連絡事項 

小さなアトリエ スペシャルイベント 

詳細はチラシ有 

川越市在住でなくても参加可能なので、知り 

合いに広報してほしい 

8 月 7 日(水)10：00～12：30 川越市霞ヶ関 

北 4 丁目 22-13角栄商店街 mibunka 2F 

内容：ポスター絵指導 講師：新井壽代 

・YMCAより連絡 

 8 月 10 日(土)～8月 16日(金)川越センターは閉館 

 

今後の予定 

8月例会 

 日時：8 月 24日(土)14：00～16：00 

 川越 YMCA 

 内容：予算案検討、25 周年記念例会について、見守

りカメラ購入、見守りサポートなど 

   

それ以降の年間予定については、別添、 

「２０２４－２０２５川越ワイズ行事予定２０２４０７２２．ｐｄｆ」 

を参照願います。 

 

国際の舞台から 

“Keiko’s Monthly Briefing of YMI/ASP” 

 
第７４回国際大会に参加しています。 

利根川恵子 

 今、私たち夫婦は、タイのチェンマイで開催されている、

国際大会（8/8～8/11）に参加しています。本日、開会式、

基調講演、直前国際会長主催レセプションがあり、部屋に

戻ってこの報告を書いております。 

COVID-19の影響で2018年韓国・麗水（よす）で開催さ

れた国際大会以来、4年間、2回の国際大会がキャンセル

されてしまいました。昨年の台湾での 100周年記念大会

は特別で、国際大会としては 4年ぶりとなります。30カ国

から 500名を超える参加者数で、日本からは東西両区合

わせて 57名です。3月号でご紹介した香港のWing Ping 

Chou さんもお元気で参加していらっしゃいます。残念な

がら、IBCからの参加者ありません。 

BF代表、国際議員、アジア太平洋地域会長など、様々

な経験をさせていただいているため、国際的な集まりでは、

多くの旧知のワイズメン、ワイズウィメンと再会することがで

き、ハグと握手の連続です。また、最近はズームの会議が

多くなり、対面では会ったことがなかった方々と初めて出

会い喜び合っております。 

また、新しい出会いも多く、持参した 100枚近い名刺が

すでに無くなりました。 

本大会の特徴は、国際大会ではなく、国際フェスティバ

ルと銘打って、内容に、通常の国際会長就任式、基調講

演、国際書記長報告などのほかに、遊びの要素が盛り込

まれていることです。明日は 500名の参加者が 25チーム

に分かれ、25のゲームに挑戦し、得点を競い合う「ファン・

ゲーム」があります。その後、ピース・コンサート、ボリウッド

ダンス講習（インドのメンバーにボリウッドダンスのインスト

ラクターがいるのです！）、民族衣装のファッション・ショー

と続きます。 

とにかく、ワイズメンズクラブの国際性、フェローシップを

存分に楽しんでおりますので、詳細は例会などでご報告さ

せていただきます。 

 

 
 

（写真説明）ジェイコブ・クリステンセン元国際会長の司

式で、インドのシャナバスカン氏が国際会長として就任

しました。（右からクリステンセン元国際会長、シャナバ

スカン国際会長夫妻、ウルリク・ラウリドセン直前国際会

長夫妻、ジョース国際書記長夫妻） 

     

YMCA 報告 
＜トースター＞ 

7月は、飯能河原にて川遊びを行いました。お友達や

リーダーと水をかけあって遊んだり、魚を捕まえたり、石

で囲みを作ったり、夏の自然を思いっきり感じて過ごし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

＜クローバークラブ＞ 

7月 22日から夏休み特別プログラムを行っています。

今年は、ワイズメンズクラブの皆さまにもご協力いただき、

理科実験・アート・映画鑑賞・都電荒川線の旅・ウォータ

ースライダー・昆虫探し・フィンガーペイントなど、多種多

様なプログラムを行っています。子ども達には、自分の

興味を深め、拡げる機会になることを願っています。また、

ワイズメンズクラブの皆さん・仲間・リーダーとの関わり、

「みつかる。つながる。よくなっていく。」場面にしていき

たいと思っています。 

 

 
 

＜ダイナミックサマーオレゴン＞ 

5年振りに開催。7 月 27日に無事に出発し、現在はキャ

ンプアクティビティに参加しています。8月 11日に帰国予

定です。 

「遠くにいても平和を願い、守るべき仲間となる」 

平和な社会をつくる働きになることを願っています。 

 



 
 

＜クローバー夏休みプログラム＞ 

 

利根川太郎 
 埼玉 YMCA川越センターでは、7月 23日から 8月 9日ま

での期間に「クローバー夏休みプログラム」と銘打ち、17

のプログラムを実施します。 

ボウリングや、ウォータースライダーなどからだを動かす

プログラムや、工作、絵画教室など、さらには英検対策や

国立科学博物館へ行こうなど、様々な分野にわたってバ

ラエティに富んだ活動を行います。このプログラムをワイズ

メンが得意分野を生かして支援しています。 

 8月 1日は「太郎先生の科学実験」を利根川太郎が実施 

し、8月 2日は「映画館に行こう」を吉田公代さんが付き添

い、8月 3日と 7日は「小さなアトリエ」を新井壽代さんが講

師を務めて、それぞれ支援いたします。 

 ここでは、8月 1日の様子を、簡単に紹介したいと思いま

す。 

 小学 1年生から 6年生まで 6名、高校生 2名の 8名が

参加してくれました。高校生は実験の補助をしていただく

ような立場での参加でした。 

 内容は、浮く力(浮力)にまつわる実験を、小学生でも考

えて貰えるように組み合わせて実施しました。 
浮沈子を作ったり、実験で手を動かしたりしたので、楽

しんで参加してくれたようでした。理科に興味ある小学 6

年生は最初から塩を大量に入れる解答を知っていて、用

語は知らなくても彼なりの説明ができているのにちょっとび

っくりしました。講師にとっても楽しい時間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜太郎先生の理科実験＞（ＹMICA木下陽菜 記） 

子どもたちは、太郎先生のお話を夢中になって聞いて

いました。「知らないことが、知れて良かった（小３男子）」

「楽しかったー（小１）」との感想がでていました。お迎えに

来た保護者の方からは「今日を楽しみにしていたんです。

いくつも実験したのですね。ありがとうございます。」と大好

評でした。 

子どもたちは、実験で使ったペットボトルと浮き具を嬉し

そうに持ち帰っていました。 

 

 

 
 



 
 

（編集後記） 

今号も、利根川夫妻の尽力で、内容豊かな「希望の

鐘」ができました。お二人の寄稿と、プルーフ・リーディ

ングに深く感謝いたします。 

今週は、6日（火）が広島、9日（金）が長崎の被爆記

念日で、私の住む川口市では、市の広報アナウンスで

被爆の時間に合わせて黙祷の勧めがありましたので、

私は両日とも自宅で黙祷し、核廃絶と世界平和を祈り

ました。 

   川越 YMCAでは、子供たちにとって思い出深い夏と

なるように、夏休み期間中に多くの特別なプログラムを

用意して実行しています。ワイズの皆さんも、どうぞ思

い出深い夏を過ごして、実りの・芸術の・スポーツの・食

欲の秋に備えましょう。（ＫＹ） 


